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総
そう
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だい

 「ヨハネの黙示録
もくしろく
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第
だい

13課
か

  「わたしは万物
ばんぶつ

を新
あたら

しくする」 

藤田
ふ じ た

 昌
まさ

孝
たか

 

 

１．安息
あんそく

日
にち

午後
ご ご

 

エレン・ホワイトは、そのことを次
つぎ

のように表
あらわ

します。 

キリストが地上
ちじょう

に来
こ

られたのは、人間
にんげん

を救
すく

うためだけではなかった。・・・それは、宇宙
うちゅう

の前
まえ

で、神
かみ

の性質
せいしつ

を擁護
ようご

するためであった。・・・人間
にんげん

の救
すく

いのためにキリストが死
し

なれた行為
こうい

は、人間
にんげん

が天
てん

にはいる道
みち

を開
ひら

いたばかりで

なく、神
かみ

とみ子
こ

が、サタンの反逆
はんぎゃく

に対
たい

して取
と

られた処置
しょち

の正当性
せいとうせい

を全
ぜん

宇宙
うちゅう

の前
まえ

に示
しめ

すのであった。それは、神
かみ

の

律法
りっぽう

の永遠性
えいえんせい

を確立
かくりつ

し、罪
つみ

の性質
せいしつ

とその結果
けっか

を明
あき

らかにするのであった」（『人類
じんるい

のあけぼの』上
じょう

61～62 頁
ぺいじ

）。 

 

２．日曜日
にちようび

：小羊
こひつじ

の婚
こん

宴
えん

 

わたしたちは喜
よろこ

び楽
たの

しみ、神
かみ

をあがめまつろう。 

小羊
こひつじ

の婚姻
こんいん

（結婚
けっこん

）の時
とき

がきて、花嫁
はなよめ

はその用意
ようい

をしたからである。彼女
かのじょ

は、光
ひか

り輝
かがや

く、汚
よご

れのない麻布
あさぬの

の

衣
ころも

を着
き

ることを許
ゆる

された。この麻布
あさぬの

の衣
ころも

は、聖徒
せいと

たちの正
ただ

しい行
おこな

いである。黙示録
もくしろく

19：７～８ 

婚礼
こんれい

（結婚
けっこん

式
しき

）に着
き

てゆかなければならない衣
ころも

は、キリストの血
ち

によって白
しろ

くされた衣
ころも

です。 

その昔
むかし

、王
おう

が婚礼
こんれい

に人
ひと

を招
まね

く時
とき

には、招 待 客
しょうたいきゃく

それぞれに礼服
れいふく

を提
てい

供
きょう

したそうです。王
おう

の執事
しつじ

が招 待 客
しょうたいきゃく

の体
からだ

のサイズを測
はか

りに家々
いえいえ

を回
まわ

ったともいわれています。その際
さい

してはならないことは、自前
じまえ

の礼服
れいふく

で宴
えん

に訪
おとづ

れ

てはならないということです。 

私
わたし

たちも、イエス様
さま

の身代
み が

わりの償
つぐな

いによってのみ主
しゅ

の前
まえ

に立
た

たなければなりません。 

「正
ただ

しい行
おこな

い」とは何
なん

でしょうか。それについては、アドベンチストライフ別冊
べっさつ

『黙示録
もくしろく

研究
けんきゅう

』（昭和
しょうわ

48）年
ねん

の言葉
ことば

が的
まと

を射
い

ていると思
おも

います。 

「聖徒
せいと

たちは…キリストの義
ぎ

を受
う

け取
と

ることによって『用意
ようい

をした』のである。この義
ぎ

は天
てん

の織物
おりもの

で織
お

られた衣
ころも

に似
に

ており、人間
にんげん

が作
つく

り出
だ

したような糸
いと

は一本
いっぽん

も含
ふく

んでいない。それは、彼
かれ

らの側
がわ

のどんなわざによるのでもなく、

キリストによって、求
もと

める者
もの

たちにはただで『許
ゆる

された』賜物
たまもの

として、もたらされるのである。」 

もちろん、キリストの義
ぎ

は私
わたし

たちを回復
かいふく

へと向
む

かわせます。義
ぎ

とされた者
もの

の行
おこな

いは主
しゅ

にある正
ただ

しさに向
む

かって

回復
かいふく

し続
つづ

けるのです。 

 



３．月曜日
げつようび

：ハルマゲドンの終
お

わり 

 「またわたしが見
み

ていると、天
てん

が開
ひら

かれ、見
み

よ、そこに白
しろ

い馬
うま

がいた。それに乗
の

っているかたは、「忠実
ちゅうじつ

で真実
しんじつ

な者
もの

」と呼
よ

ばれ、義
ぎ

によってさばき、また、戦
たたか

うかたである。」黙示録
もくしろく

19：11 

 白
しろ

い馬
うま

の騎士
き し

は何
なに

と呼
よ

ばれているでしょうか。「忠実
ちゅうじつ

で真実
しんじつ

な者
もの

」です。真
しん

にそのようなお呼
よ

びできる方はイ

エス様
さま

だけです。 

「その口
くち

からは、諸国民
しょこくみん

を打
う

つために、鋭
するど

いつるぎが出
で

ていた。彼
かれ

は、鉄
てつ

のつえをもって諸国民
しょこくみん

を治
おさ

め、ま

た、全能者
ぜんのうしゃ

なる神
かみ

の激
はげ

しい怒
いか

りの酒
さか

ぶねを踏
ふ

む。」黙示録
もくしろく

19：15 

彼
かれ

の口
くち

から出
で

る鋭
するど

いつるぎとはなんでしょうか。それは「神
かみ

様
さま

の言葉
ことば

」です。 

終
お

わりの時代
じだい

、神
かみ

様
さま

の言葉
ことば

が裁
さば

きの基準
きじゅん

となります。神
かみ

様
さま

の言葉
ことば

を選
えら

ぶのか、それとも人
ひと

の言葉
ことば

を選
えら

ぶのか、そ

れが人
ひと

をして裁
さば

きの前
まえ

に立
た

たせるのです。 

エジプトを脱出
だっしゅつ

したイスラエルの民
たみ

がカナンの地
ち

に入
はい

るまでに何
なに

を学
まな

ぶ必要
ひつよう

があったでしょうか。彼
かれ

らは荒野
こうや

の40年
ねん

で、「神
かみ

の口
くち

から出
で

る一
ひと

つ一
ひと

つの言葉
ことば

によって生
い

きる」ことを学
まな

びます。 

私
わたし

たちも常日頃
つねひごろ

、「神
かみ

の口
くち

から出
で

る一
ひと

つ一
ひと

つの言葉
ことば

によって生
い

きる」ことを学
まな

んでおかなければなりません。終
お

わりの時代
じだい

、竜
りゅう

や獣
けもの

は、不思議
ふ し ぎ

や奇跡
きせき

、権力
けんりょく

をもって人々
ひとびと

を惑
まど

わすからです。私
わたし

いたちは今
いま

のうちから、神
かみ

様
さま

の言葉
ことば

に選
えら

びの基準
きじゅん

を置
お

く習慣
しゅうかん

を身
み

につけておくべきです。 

 

４．火曜日
かようび

：１千
せん

年期
ねんき

 

「彼
かれ

は、悪魔
あくま

でありサタンである龍
りゅう

、すなわち、かの年
とし

を経
へ

たへびを捕
つかま

えて千年
せんねん

の間
あいだ

つなぎおき、そして、

底
そこ

知
し

れぬ所
ところ

に投げ込
な  こ

み、入
いり

口
くち

を閉
と

じてその上
うえ

に封
ふう

印
いん

し、千年
せんねん

の期間
きかん

が終
お

るまで、諸国民
しょこくみん

を惑
まど

わすことがないよ

うにしておいた。その後
のち

、しばらくの間
あいだ

だけ解
かい

放
ほう

されることになっていた。」黙示録
もくしろく

20：２～３。 

イエス様
さま

のご再臨
さいりん

の時
とき

には、地上
ちじょう

は数々
かずかず

の災害
さいがい

によって荒廃
こうはい

しています。その中
なか

にサタンは一人
ひとり

置
お

き去
ざ

りにさ

れます。 

それはちょうど古代
こだい

ユダヤの「贖罪
しょくざい

日
び

」の儀式
ぎしき

に似
に

ています。アザゼルの山羊
や ぎ

は民
たみ

の一年
いちねん

の罪
つみ

を負
お

って、荒野
こうや

に

放
はな

たれます。サタンの救
すく

われた者
もの

たち全
すべ

ての罪
つみ

を負
お

って、一人
ひとり

地上
ちじょう

に取
と

り残
のこ

されます。 

救
すく

われた者
もの

たちは空中
くうちゅう

で主
しゅ

と会
あ

い、そのまま天
てん

上
じょう

での千年
せんねん

間
かん

を過
す

ごします。彼
かれ

らはその期間
きかん

、裁
さば

きの座
ざ

につ

きます。 

そして歴史
れきし

の真相
しんそう

を知
し

るのです。地上
ちじょう

にいたときに解明
かいめい

されなかった問
とい

に答
こた

えを得
え

ます。「何故
な ぜ

このようなこと

が起
お

きたのか」「何故
な ぜ

・・・」一
ひと

つ一
ひと

つに答
こた

えが与
あた

えられます。また、「何故
な ぜ

私
わたし

が救
すく

われたのか？ 何故
な ぜ

あの人
ひと

は天国
てんごく

にいないのか？」神
かみ

様
さま

の裁
さば

きの正当性
せいとうせい

が明
あき

らかにされます。 

 

５．水曜日
すいようび

 新
あたら

しい天
てん

と新
あたら

しい地
ち

 

「わたしはまた、新
あたら

しい天
てん

と新
あたら

しい地
ち

とを見
み

た。先
さき

の天
てん

と地
ち

とは消
き

え去
さ

り、海
うみ

もなくなってしまった。」黙示録
もくしろく

21：１ 



「新
あたら

しい」というギリシャ語
ご

は「カイノス」は、時間
じかん

においての新
あたら

しさではなく、質
しつ

における新
あたら

しさです。そ

れは「天
てん

から下
くだ

って来
く

る」（21：２）もの。神
かみ

様
さま

がくださるものです。人類
じんるい

文明
ぶんめい

が発展
はってん

して達成
たっせい

されるようなも

のではありません。 

「また、御
み

座
ざ

から大
おお

きな声
こえ

が叫
さけ

ぶのを聞
きい

いた、『見
み

よ、神
かみ

の幕屋
まくや

が人
ひと

と共
とも

にあり、神
かみ

が人
ひと

と共
とも

に住
す

み、人
ひと

は神
かみ

の

民
たみ

となり、神
かみ

自
みずか

ら人
ひと

と共
とも

にいまして、』」黙示録
もくしろく

21：３ 

神
かみ

様
さま

との完全
かんぜん

な交
まじ

わりが回復
かいふく

します。全
ぜん

人的
じんてき

回復
かいふく

の根本
こんぽん

は神
かみ

様
さま

が共
とも

におられるということです。神
かみ

様
さま

と人
ひと

の

間
あいだ

に罪
つみ

がじゃまをしていました。しかしそれが全
すべ

て消
け

され、神
かみ

様
さま

と人
ひと

との完全
かんぜん

な交
まじ

わりが回復
かいふく

されます。 

 

６．木曜日
もくようび

：新
あたら

しいエルサレム 

「都
みやこ

は方形
ほうけい

であって、その長
なが

さと幅
はば

とは同
おな

じである。彼
かれ

がその測
はか

りざおで都
みやこ

を測
はか

ると、一万二千丁
いちまんにせんちょう

であっ

た。長
なが

さと幅
はば

と高
たか

さとは、いずれも同
おな

じである。」黙示録
もくしろく

21：16 

縦
たて

・横
よこ

・高
たか

さが同
おな

じであるということは最
さい

高度
こうど

の完成
かんせい

を象 徴
しょうちょう

しています。そして立方体
りっぽうたい

は至
し

聖所
せいじょ

を連想
れんそう

さ

せます。 

都
みやこ

そのものが至
し

聖所
せいじょ

です。神
かみ

様
さま

と人
ひと

が共
とも

に住
す

む所
ところ

です。 

「旅
たび

行
い

く友
とも

よ、われわれはまだ地上
ちじょう

の活動
かつどう

の影
かげ

と混乱
こんらん

のさ中
なか

にいる。しかし、間
ま

もなく救
すく

い主
しゅ

は現
あらわ

れて、救
すく

いと休息
きゅうそく

をお与
あた

えになるのである。我々
われわれ

は信仰
しんこう

をもって、神
かみ

のみ手
て

によって描
えが

かれた幸福
こうふく

な将来
しょうらい

を眺
なが

めよう。

…やがて戦
たたか

いは終
お

わり、勝利
しょうり

を収
おさ

める。やがてわれわれは永遠
えいえん

の生命
せいめい

の希望
きぼう

の中心
ちゅうしん

であられる方
かた

にお目
め

にかか

る。そして、彼
かれ

のみ前
まえ

において、この世
よ

の試練
しれん

と苦難
くなん

は無
む

に等
ひと

しく思
おも

われる」『国
くに

と指導者
しどうしゃ

』下
げ

333～334 頁
ぺいじ

 


